
© SHIKIGAKU CO., LTD. 1

Zoomの表示名変更方法

①画面下の「参加者」をクリックすると画面右側に参加者一覧が表示される
ので、自分の名前にカーソルを合わせて「詳細」→「名前の変更」の順にク
リックしてください。

②新しい名前を入力して
「名前の変更」をクリックで変更完了
です。

ご参加の際は、Zoomの表示名を「会社名/氏名」に変更してご参加ください。
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アンケート協力のお願い

勉強会中に取り組んでいただいたワークシートを
アンケートに添付いただくと、

後日担当講師がワークシートのフィードバックいたします。

「ファイルの選択」をクリックいただ
き、端末に保存したワークシートの
ファイルをご選択ください。

（アンケート回答画面）
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識学浸透を成功に導くワークショップ型勉強会

～成長のサイクルが習慣化出来る編～

©2021 SHIKIGAKU CO., LTD.
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識学浸透を成功に導く為には

どうすればよいのか？
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《WORK1》 【5分】

自社または自部署の識学浸透度を自己採点して

ください。（※10点満点評価）

また、その点数の理由を記載してください。
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Q.そもそも識学が組織に浸透した状態とは？
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復 習
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“識学が組織に浸透した状態”の定義
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識学の目指す状態（4大テーマ）

A ルールをベースとした組織

運営が出来ている
B

位置が正しい状態で

組織運営が出来ている

C
成長のサイクルが習慣化

出来ている
D 誤解・錯覚がない状態で

組織運営が出来ている

識学が組織に徹底出来ている状態

4大テーマの達成

継続的に業績拡大出来る組織へ

実施済テーマ
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識学の目指す状態（4大テーマ）識学の目指す状態（主要6項目）

ルール 組織図 評価制度

週報・会議 日々の言動 サーベイ

上記6項目の状態をフェーズ分けで追及

（※1～6段階の全6フェーズ診断）

＜4大テーマの達成度を測る指標＞



© SHIKIGAKU CO., LTD. 11

識学の目指す状態（4大テーマ）識学の目指す状態（主要6項目）イメージ

フェーズ1
項目

フェーズ2

ルール

フェーズ6

組織図

週報・会議

全社共通ルール
が存在しない

フェーズ
・・・

・
・
・

全社共通ルールの
完成と全社周知完
了

ルール遵守が仕組
化されている。

組織図が存在し
ない

組織図が正しく作
成されている

組織図通りに指揮
命令機能が働いて
いる

報告機能がない、
または形骸化状
態

週報ﾌｫｰﾏｯﾄが完
成し運用スター
ト

全社で週次会議
が実施されてい
る

ー

ー

ー

ー

ー ー ー

※各フェーズの基準（出来てる・出来ていない）は担当講師が確認致します。
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本日は、4大テーマのうち

「C.成長のサイクルが習慣化出来ている」

を掘り下げていきます。
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C.成長のサイクルが習慣化出来ている

＜目指す状態＞※週報・会議の浸透度

【フェーズ１】 週報機能がない。

【フェーズ２】 講師からOKが出ている週報が運用されている。

【フェーズ３】 2階層（代表と直下の部下）の会議が全て設定されている。

【フェーズ４】 2階層の会議に講師が同席しOKが出ている。

【フェーズ５】 最下層メンバーを含むチームの週次会議が実施されている。

【フェーズ６】 全社（全セクション・全メンバー）で週次会議が出来ている。

ゴール + キープ
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《WORK2》 【5分】

【C. 成長のサイクルが習慣化出来ている】

に関する6つの項目について、到達しているであろ

うフェーズにチェックを入れてください。

また、それぞれの項目で現状の自己分析を記載

してみてください。
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「識学浸透を成功に導くワークショップ型勉強会」ワークシート

【WORK2】浸透チェックシートA

C.成長のサイクルが習慣化出来ている

目指す状態
・週報をベースに会議で結果の完了が正しく行われている。
・全社で週次会議が実施及び継続されている。

フェーズ. 項目 チェック 現状の自己分析

01 週報機能が無い。 □

02
講師からOKが出ている週報が運用
されている。 □

03
2階層（代表と直下の部下）の会議
が全て設定されている。 □

04

2階層の会議に講師が同席しOKが出
ている。 □

05

最下層メンバーを含むチームの週次
会議が実施されている。 □

06

全社（全セクション・全メンバー）

で週次会議が出来ている。
□

【メモ欄】

チェックポイント※達成できているフェーズにチェックを入れて下さい。

「識学浸透を成功に導くワークショップ型勉強会」ワークシート
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“C. 成長のサイクルが習慣化出来ている“を

実現するための必須要素

①結果の完了 → 週報フォーマット

②約束を握る → 週次会議
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①結果の完了 → 週報フォーマット
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《WORK》週報 【5分】

お手元のワークシートに貴社の報告FMTを

簡単に書き出してみて下さい。

※どの部署でもOKです。



© SHIKIGAKU CO., LTD. 19

週報の解説（週報における注意点）
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《WORK》週報 【3分】

週報における注意点のポイントに照らし合わ

せて修正点を書き出してみてください。
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②約束を握る → 週次会議
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《WORK》週次会議 【10分】

※ワークシート使用

ある営業部署において、先週の個人売上目標100万円に

対して、結果70万であった部下がいる。

この部下から、週次会議でワークシートにある「不足の

理由」と「今週の目標＆行動変化」が上がってきた。

上司の立場として指摘が不要（承認できる内容）な項目

は〇、指摘が必要な項目は×とし、×の場合はその理由

を記入して下さい。
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「識学浸透を成功に導くワークショップ型勉強会」ワークシート

【不足の理由】 〇 or ✕ ✕の場合の理由

そもそも目標設定が高かった。 ×
他責になっている。
しかもこの場合は根拠となる事実情報もな
いので全く話にならない。

成約率を見誤ってしまい、訪問（営業）件数が少なかった。 〇

【来週の目標＆行動変化】 〇 or ✕ ✕の場合の理由

来週の目標も当初100万円だったが、今週到達した70万円まで下
げて、まずはこれを確実に達成するよう頑張る。 ×

①勝手に目標を下げている。むしろ先週の
未達分をカバーする動きをしないといけな
い。
②“頑張る”が不完全結果。

直近2カ月の自身成約率が30％の為、今月の残りの営業日数と売
上目標を考えると、今週はWEB形式を増やし移動時間を減らすこ
とで、訪問件数を5件増やし20件の訪問、そこから7件の成約し、
合計130万円の売上を約束します。

〇
（補足）
示している数字や行動が上司から見て承認
できるレベルかは判断が必要。

成約率向上の為に、成約率が高い同期メンバーに商談ロープレ
をしてもらう。 ×

ロープレすることで成約率を何％UPさせる
かの約束がない。加えて育成は上司の役割
りなので、ロープレ相手は上司にすべき。
同位がロープレ相手をするとその人に免責
が発生する危険性がある。

【WORK】週次会議 部下から以下の内容の週報が上がってきました。この内容に対して承認できる項目は“〇”を、
承認できない（不十分）項目は“×”とし、×の場合はその理由を述べて下さい。

ワークシート 答え
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会議における注意点
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ケーススタディ

※配布用資料からは解答を削除しております※
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週報編
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Q.総務部門の週報はどのように設定すべきですか？

【制限時間2分】
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Q.仕事が終わったときに少しでも前向きな状態にした

い理由から、現在の日報には「今日の良かったこと」

の欄を設けています。これは正しいでしょうか？

【制限時間2分】
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週次会議編
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Q.部下の行動変化が不十分と感じた時はどのように

対応すべきでしょうか？

【制限時間2分】
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Q.免責を排除しようと、部下に「出来るか？」とい

う約束を念入りにし過ぎると、部下に「厳しいので

目標を下げて欲しい」と言わせることに繋がりませ

んか？

【制限時間2分】
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Q.会議でできなかった原因を追究した時に、部下が

言い訳をするが、どうすればしなくなりますか？

【制限時間2分】
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《WORK3》 【3分】

WORK2のチェックシートを振り返り、自社の

“不足”と“行動変化”を考えてみてください。



『識学を広める事で人々の持つ可能性を最大化する』


